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三浦学長から名誉教授記を受ける西尾邦
夫元文学部教授（写真：向かって左）

大学新聞を確実にお届けす
るため、住所変更をされた場
合は、速やかに各学部事務室
備え付けの「保証人納入者変
更届」に記入し、下記校舎い
ずれかの学部事務室へ提出し
て下さい。宛先は次の通り。

記
世田谷校舎●東京都世田谷区
世田谷４－２８－１〒１５４�８５１５
鶴川校舎●東京都町田市
広袴１－１－１ 〒１９５－８５５０
多摩校舎●東京都多摩市
永山７－３－１ 〒２０６－８５１５
国士舘大学（短期大学）

所属学部の事務室 宛

身身近近なな研研究究 最前線

読読者者のの皆皆様様へへ

〈１２〉

地
理
的
イ
メ
ー
ジ
の
研
究

文学部助教授 内田 順文

＜学園の電話＞

世田谷キャンパス（０３）
大学院 ５４８１―３１４０
政経一部 ５４８１―３１５１
政経二部 ５４８１―３１４６
工学部 ５４８１―３２５１
法学部 ５４８１―３３１１
文学部 ５４８１―３２３１
教務課 ５４８１―３２０３
学生・厚生課 ５４８１―３２２５
就職課 ５４８１―３３０８
中学・高校 ５４８１―３１３７
広報課 ５４８１―３１１８

鶴川キャンパス（０４２）
政経一部 ７３６―２３２０
法学部 ７３６―２３２３
文学部 ７３６―２３２４
短期大学 ７３６―２３４５

多摩キャンパス（０４２）
体育学部 ３３９―７２００

太宰府キャンパス（０９２）
専門学校 ９２４―１５３１

西
尾
邦
夫
元
文
学
部
教
授
に

「
名
誉
教
授
記
」
を
授
与

地
理
（
ほ
ん
と
は
地
理
学
な

ん
で
す
け
ど
）
と
い
う
と
、
ど

う
も
一
般
の
人
に
は
、
地
層
を

見
た
り
、
各
県
の
特
産
物
を
調

べ
た
り
、
上
手
に
地
図
を
描
い

た
り
、
挙
げ
句
に
は
世
界
の
首

都
を
覚
え
た
り
す
る
こ
と
だ
と

思
わ
れ
て
い
る
ふ
し
が
あ
る
よ

う
で
す
。
た
し
か
に
、
そ
れ
ら

が
地
理
学
と
無
関
係
だ
と
は
言

い
ま
せ
ん
が
（
そ
れ
で
も
首
都

の
暗
記
を
仕
事
に
し
て
い
る
地

理
学
者
は
い
ま
せ
ん
）、実
際
の

地
理
学
に
は
、
地
表
・
空
間
を

広
範
に
扱
う
学
問
と
し
て
、
実

に
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
分
野
が
あ

っ
て
、
と
く
に
近
年
の
地
理
学

の
中
に
は
、
知
ら
な
い
人
だ
と

「
こ
れ
で
も
地
理
学
な
の

か
？
」
と
驚
く
よ
う
な
分
野
が

い
く
つ
も
存
在
し
ま
す
。

私
が
行
っ
て
い
る
「
地
理
的

イ
メ
ー
ジ
」
に
関
す
る
研
究
も

そ
う
い
う
一
つ
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
例
え
ば
「
銀
座
」
や
「
鎌

倉
」
や
「
ス
イ
ス
」
と
い
う
地

名
を
聞
い
た
と
き
に
、
そ
れ
ぞ

れ
に
何
か
思
い
浮
か
ぶ
も
の
が

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
が

地
理
的
イ
メ
ー
ジ
で
す
。
し
か

も
、
そ
れ
は
お
そ
ら
く
「
北
千

住
」
や
「
川
崎
」
や
「
バ
ン
グ

ラ
デ
シ
ュ
」
に
つ
い
て
思
っ
た

と
き
の
内
容
と
は
違
っ
て
い
る

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

実

際
、
我
々
は
日
常
生
活
の
中
で

気
付
か
ぬ
間
に
、
あ
る
場
所
に

対
し
て
あ
る
決
ま
っ
た
イ
メ
ー

ジ
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
で
、
「
吉
野
」
は
昔
も
今
も

桜
の
名
所
で
あ
り
、
「
田
園
調

布
」
と
名
が
付
く
だ
け
で
マ
ン

シ
ョ
ン
の
値
段
が
上
が
り
、「
西

陣
」
織
り
と
い
え
ば
有
り
難
が

ら
れ
、
演
歌
の
主
人
公
は
い
つ

も
「
北
」
へ
向
か
い
、
山
陰
の

「
小
京
都
」
に
観
光
客
が
集
ま

る
、
な
ど
と
い
っ
た
色
々
な
現

象
が
起
こ
る
わ
け
で
す
。
そ
の

辺
の
因
果
関
係
と
メ
カ
ニ
ズ
ム

を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
い
う
の

が
主
な
研
究
テ
ー
マ
で
、
い
わ

ば
地
理
学
と
心
理
学
と
社
会
学

と
の
境
界
線
に
位
置
し
て
い
る

と
言
え
る
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
延
長
線
上
で
、
最
近
興

味
を
持
っ
て
い
る
人
文
主
義
地

理
学
と
い
う
分
野
も
、
お
そ
ら

く
一
般
の
地
理
学
の
イ
メ
ー
ジ

か
ら
は
か
な
り
か
け
離
れ
て
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
人
文
主

義
地
理
学
と
は
我
々
の
人
間
性

す
な
わ
ち
人
間
の
経
験
や
行
動

に
お
け
る
価
値
と
意
味
に
着
眼

し
、
現
象
学
的
方
法
を
そ
の
基

盤
に
お
く
、
地
理
学
の
新
し
い

流
れ
で
す
。

そ
の
具
体
的
な
研
究
例
に
、

文
学
作
品
を
テ
キ
ス
ト
ま
た
は

資
料
と
し
て
特
定
の
場
所
に
対

す
る
人
間
の
認
識
や
イ
メ
ー
ジ

を
明
ら
か
に
し
た
り
、
あ
る
場

所
を
一
つ
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て

解
釈
・
解
読
し
て
い
く
な
ど
、

文
学
と
地
理
学
と
の
学
際
的
な

部
分
を
扱
っ
た
研
究
が
あ
り
ま

す
。興

味
の
あ
る
方
は
、
杉
浦
芳

夫
編
『
文
学
人
地
域－

－

越
境

す
る
地
理
学
』
古
今
書
院
（
一

九
九
五
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
略
歴
】
う
ち
だ
・
よ
り
ふ
み

＝

文
学
部
助
教
授
。
専
門
は
地

理
学
。
担
当
科
目
は
歴
史
地
理

学
、
外
国
地
誌
、
日
本
地
誌
。

研
究
テ
ー
マ
は
地
理
的
イ
メ
ー

ジ
、
文
化
地
理
学
な
ど
。
近
著

論
文
に
「
比
喩
的
認
識
と
場
所

的
イ
メ
ー
ジ
」
な
ど
。
４１
歳
。

四
月
二
十
七
日
�
、
本
年
三

月
末
で
定
年
を
迎
え
た
西
尾
邦

夫
・
元
文
学
部
教
授
（
七
○
）

に
対
し
、
本
学
名
誉
教
授
の
称

号
「
名
誉
教
授
記
」（
第
十
七

号
）
が
授
与
さ
れ
た
。

同
教
授
は
、
昭
和
四
十
年
四

月
に
文
学
部
助
教
授
と
し
て
就

任
、
教
授
を
経
て
同
五
十
七
年

四
月
に
文
学
部
長（
二
年
）、
同

六
十
二
年
四
月
に
図
書
館
長

（
六
年
）、
平
成
元
年
に
本
法
人

の
評
議
員（
六
年
四
月
）・
理
事

（
六
年
）な
ど
要
職
を
歴
任
。
文

学
部
教
授
会
は
、
本
年
二
月
十

八
日
の
教
授
会
で
、
同
教
授
を

学
園
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
功

績
に
よ
り
名
誉
教
授
に
推
薦
す

る
こ
と
を
決
議
。
三
月
二
十
二

日
の
理
事
会
で
承
認
さ
れ
、
こ

の
日
の
授
与
と
な
っ
た
。

名
誉
教
授
記
は
、
学
長
室
で

廣
野
副
学
長
、
深
川
理
事
、
松

本
事
務
局
長
、
阿
部
文
学
長
を

は
じ
め
文
学
部
等
関
係
役
職
教

職
員
ら
が
出
席
す
る
中
、
三
浦

信
行
学
長
か
ら
授
与
さ
れ
た
。

政
府
は
、
本
年
春
の
叙
勲
受

章
者
を
発
表
（
四
月
二
十
九

日
）
し
た
。
本
学
関
係
者
（
敬

称
略
）
は
、
次
の
と
お
り
。

□
勲
四
等
旭
日
小
綬
章

元
法
学
部
事
務
長

遠
藤
利
次

春春
のの
叙叙
勲勲

受受
章章
者者

法 学 部

平
成
十
三
年
四
月
開
設
に
向
け

新
学
科
「
現
代
ビ
ジ
ネ
ス
法
学
科
」

（
昼
夜
開
講
制
）
の
申
請
準
備
中

法
学
部
で
は
来
年
四
月
よ
り

開
講
す
べ
く
新
学
科
の
申
請
の

準
備
を
し
て
い
ま
す
。
昼
夜
開

講
制
で
定
員
二
百
名
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
こ
の
新
学
科
は
、

伝
統
的
な
法
律
学
科
で
は
対
応

で
き
な
い
新
し
い
社
会
の
動
き

を
視
野
に
入
れ
た
内
容
の
も
の

で
す
。

現
在
の
企
業
等
の
ビ
ジ
ネ
ス

の
世
界
は
想
像
以
上
に
国
際
化

・
情
報
化
が
進
み
、
そ
こ
で
の

問
題
解
決
方
法
も
従
来
の
裁
判

制
度
で
例
を
み
な
い
問
題
点
が

発
生
し
、
解
決
方
式
が
要
求
さ

れ
て
い
ま
す
。
新
学
科
は
こ
の

関
係
の
分
野
を
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

の
特
色
と
し
て
お
り
ま
す
。
す

な
わ
ち
国
際
経
済
・
ビ
ジ
ネ
ス

の
動
向
、
企
業
取
引
の
ル
ー

ル
、
企
業
国
際
紛
争
と
そ
の
処

理
、
そ
し
て
地
球
市
民
と
し
て

生
活
防
衛
に
関
す
る
視
点
お
よ

び
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
情

報
に
関
連
す
る
諸
知
識
を
理
解

す
る
内
容
の
科
目
を
設
定
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
に
並
行
し
て
、

英
・
独
・
仏
語
の
実
用
外
国

語
、
欧
米
文
化
論
な
ど
の
総
合

教
育
科
目
を
重
視
し
、
さ
ら
に

情
報
機
器
を
活
用
し
う
る
能
力

を
育
成
す
る
科
目
を
も
必
修
と

し
て
設
定
し
て
い
ま
す
。
将
来

企
業
に
入
り
活
躍
し
た
い
人
、

独
立
し
て
起
業
を
考
え
て
い
る

人
、
も
う
一
度
自
己
の
経
歴
を

高
め
た
い
社
会
人
な
ど
意
欲
の

あ
る
人
を
迎
え
、
指
導
・
育
成

し
た
い
と
考
え
て
い
る
学
科
で

す
。（
法
学
部
長
・
渡
辺
則
芳
）

本
法
人
を
退
職
し
た
職
員
が

会
員
と
な
っ
て
構
成
す
る
国
士

舘
五
月
会
（
会
員
数
一
三
九

人
）
の
平
成
十
二
年
度
総
会

は
、
好
天
の
五
月
一
日
�
、
多

摩
キ
ャ
ン
パ
ス
の
学
生
談
話
室

で
開
催
さ
れ
四
十
人
が
出
席
。

一
行
は
、
総
会
後
に
施
設
見
学

と
懇
親
会
を
行
っ
た
。

総
会
は
、
午
前
十
時
半
に
始

ま
り
十
一
時
に
終
了
。
そ
の
後

出
席
者
一
同
は
、
体
育
学
部
事

務
室
藤
田
光
明
職
員
の
案
内

で
、
野
球
場
側
に
隣
接
す
る
竣

工
間
も
な
い
ス
ポ
ー
ツ
医
科
学

科
棟
の
内
部
や
昨
年
末
ま
で
に

整
備
さ
れ
た
ラ
グ
ビ
ー
場
な
ど

の
施
設
を
見
学
し
往
事
を
追

懐
。
母
校
国
士
舘
の
躍
進
ぶ
り

に
感
慨
一
入
の
様
子
だ
っ
た
。

正
午
か
ら
の
懇
親
会
で
は
、

同
会
の
久
堀
三
郎
会
長
か
ら
松

本
惇
法
人
常
任
理
事
へ
記
念
品

（
世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
大
講
堂

に
設
置
す
る
掛
け
時
計
）
の
目

録
が
贈
呈
さ
れ
た
。
こ
れ
は
昨

年
の
総
会
で
国
士
舘
の
職
員
Ｏ

Ｂ
と
し
て
学
園
に
何
か
協
力
し

た
い
と
同
会
長
が
挨
拶
。
そ
の

後
の
懇
談
で
ミ
レ
ニ
ア
ム
の
二

○
○
○
年
を
記
念
す
る
活
動
提

案
が
あ
り
実
現
し
た
も
の
。

出
席
の
職
員
Ｏ
Ｂ
の
面
々

は
、
久
方
ぶ
り
の
再
会
に
話
題

も
尽
き
ず
名
残
惜
し
み
つ
つ
次

会
の
参
加
を
約
し
散
会
し
た
。

平成１２年度『五月会総会』
多摩キャンパスで開催（５／１）

２０００年を記念して、五月会から

掛け時計が贈られた

五月会から贈られた
掛け時計

平
成
十
二
年
度
前
期
公
開
講

座
は
、同
講
座
運
営
委
員
会（
委

員
長
瀬
野
隆
教
務
部
長＝

政
経

学
部
二
部
教
授
）
の
企
画
で
、

五
月
十
三
日
�
を
皮
切
り
に
、

す
で
に
開
講
さ
れ
て
お
り
、
八

月
初
旬
ま
で
の
予
定
で
、
世
田

谷
・
鶴
川
・
多
摩
の
各
キ
ャ
ン

パ
ス
で
行
わ
れ
る
。
本
講
座
は

昭
和
六
十
三
年
に
開
講
し
て
以

来
、
毎
年
「
語
学
・
情
報
・
専

門
」
の
各
分
野
か
ら
テ
ー
マ
・

陣
容
を
検
討
し
て
企
画
・
構
成

し
て
開
講
し
て
い
る
。
今
回
の

前
期
講
座
に
続
き
、
後
期
講
座

も
開
講
の
予
定
で
あ
る
。

こ
れ
か
ら
申
し
込
み
可
能
な

講
座
は
別
表
の
と
お
り
。
な

お
、
既
に
開
講
さ
れ
て
い
る
講

座
お
よ
び
申
し
込
み
期
間
が
終

了
し
た
講
座
は
、
次
の
と
お
り

で
あ
る
。

【
世
田
谷
地
区
】

●
５
／
１３
�
、
テ
ー
マ
「
ア
メ

リ
カ
大
統
領
の
権
能
に
関
す
る

考
察
―
特
に
今
年
度
（
二
〇
〇

〇
年
）
の
選
挙
に
よ
せ
て
―
」

＝

講
師
・
国
士
舘
大
学
教
授
一

倉
重
美
津

●
５
／
２０
�
、
テ
ー
マ
「
電
波

の
常
識
・
非
常
識
―
知
っ
て
得

す
る
電
波
の
話
、
知
ら
ぬ
と
危

な
い
電
波
の
話
―
」＝

講
師
・

国
士
舘
大
学
教
授
二
川
佳
央

●
５
／
２０
�
、
テ
ー
マ
「
介
護

保
険
制
度
と
介
護
サ
ー
ビ
ス
利

用
者
の
権
利
擁
護
」＝

講
師
・

神
奈
川
大
学
教
授
石
川
正
美

●
５
／
２７
日
�
、
テ
ー
マ
「
世

田
谷
の
歴
史
地
理
学
」＝

講
師

・
国
士
舘
大
学
助
教
授
岡
島
建

●
５
／
２７
日
�
、
テ
ー
マ
「
芸

術
作
品
の
な
か
の
場
所
―
映
画

『
東
京
物
語
』
を
読
む
―
」＝

講
師
・
国
士
舘
大
学
助
教
授
内

田
順
文（

以
上
、
受
講
料
無
料
）

●
四
大
文
明
を
探
る
―
５
／
２８

�
、
テ
ー
マ
「
ア
ケ
メ
ネ
ス
朝

ペ
ル
シ
ア
の
栄
光
」＝

講
師
・

国
士
舘
大
学
イ
ラ
ク
古
代
文
化

研
究
所
共
同
研
究
員
山
内
和

也
、
テ
ー
マ
「
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア

古
代
の
神
殿
宮
殿
文
化
」＝

講

師
・
国
士
舘
大
学
教
授
岡
田
保

良
。
６
／
１１
�
、
テ
ー
マ
「
メ

ソ
ポ
タ
ミ
ア
文
明
を
探
る
」＝

講
師
・
国
士
舘
大
学
教
授
松
本

健
、
テ
ー
マ
「
古
代
ユ
ー
ラ
シ

ア
の
西
と
東
」＝

講
師
・
筑
波

大
学
教
授
川
西
宏
幸
。
６
／
１８

�
、
テ
ー
マ
「
イ
ン
ダ
ス
文
明

を
探
る
」＝

講
師
・
東
海
大
学

教
授
近
藤
英
夫
、
テ
ー
マ
「
古

代
文
明
論
の
常
識
と
非
常
識
―

交
易
文
明
の
発
見
―
」＝

講
師

・
東
京
国
立
博
物
館
学
芸
部
東

洋
課
西
ア
ジ
ア
・
エ
ジ
プ
ト
室

長
後
藤
建
。
６
／
２５
日
�
、
テ

ー
マ
「
中
国
文
明
の
遺
産
」＝

講
師
・
学
習
院
大
学
教
授
鶴
間

和
幸
。
テ
ー
マ
「
エ
ジ
プ
ト
文

明
の
見
方
」＝

講
師
・
早
稲
田

大
学
教
授
吉
村
作
治

（
以
上
、
全
八
回
で
二
千
円
）

●
５
／
８
�
〜
７
／
１７
�
毎
週

月
曜
日
、
テ
ー
マ
「
初
級
英
会

話
―
旅
行
を
楽
し
む
英
会
話

―
」＝

講
師
・
国
士
舘
大
学
講

師
宮
崎
敬
子

（
全
十
回
で
七
千
円
）

【
鶴
川
地
区
】

●
５
／
８
�
〜
７
／
１７
�
毎
週

月
曜
日
、
テ
ー
マ
「
初
級
英
会

話
―
海
外
旅
行
に
役
立
つ
英
会

話
―
」＝

講
師
・
国
士
舘
大
学

講
師
近
藤
良
子

（
全
十
回
で
七
千
円
）

【
多
摩
地
区
】

●
６
／
１０
�
、
テ
ー
マ
「
サ
ッ

カ
ー
に
お
け
る
発
育
発
達
に
応

じ
た
指
導
と
は
」＝

講
師
・
国

士
舘
大
学
教
授
大
澤
英
雄

●
６
／
１０
�
、
テ
ー
マ
「
サ
ッ

カ
ー
の
年
齢
に
応
じ
た
技
術
指

導
―
楽
し
い
サ
ッ
カ
ー
―
」＝

講
師
・
国
士
舘
大
学
助
教
授
細

田
三
二（

以
上
、
受
講
料
無
料
）

平 成
１２年度

公
開
講
座
の
申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
は

国
士
舘
大
学
教
務
課
「
公
開
講
座
係
」
ま
で

Ｔ
Ｅ
Ｌ

〇
三
（
五
四
八
一
）
三
二
〇
三

時
間＝

十
時
か
ら
十
六
時

国国
士士
舘舘
大大
学学
・・
短短
期期
大大
学学
公公
開開
講講
座座
開開
催催
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